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令和３年１２月３日  

 

監査の結果について （公表） 

 

地方自治法（昭和２２年法律第６７号）第１９９条第１項、第５項及び第７

項の規定により監査を行いましたので、同条第９項の規定によりその結果に関

する報告を次のとおり公表します。 

 

川崎市監査委員 大 村 研 一   

同       植 村 京 子   

同       浅 野 文 直   

同       山 田 晴 彦   
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１ 監査の種類  

財政援助団体等監査 

２ 監査の対象 

（１）財政援助団体 

公益財団法人かわさき市民活動センター 

（所管部局 市民文化局コミュニティ推進部市民活動推進課） 

（２）出資団体 

ア 川崎市土地開発公社 

（所管部局 財政局資産管理部資産運用課） 

イ 一般財団法人川崎市まちづくり公社 

（所管部局 まちづくり局総務部庶務課） 

  ウ 川崎市住宅供給公社 

    （所管部局 まちづくり局住宅政策部住宅整備推進課） 

（３）指定管理者 

ア 生田緑地共同事業体 

公の施設の名称 川崎市岡本太郎美術館 

（所管部局 市民文化局市民文化振興室岡本太郎美術館） 

公の施設の名称 生田緑地 

（所管部局 建設緑政局緑政部生田緑地整備事務所） 

公の施設の名称 川崎市立日本民家園 

（所管部局 教育委員会事務局日本民家園） 

公の施設の名称 川崎市青少年科学館 

（所管部局 教育委員会事務局青少年科学館） 

イ 公益財団法人かわさき市民活動センター 

公の施設の名称 川崎市大師こども文化センター 
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        川崎市藤崎こども文化センター 

        川崎市日進町こども文化センター 

川崎市田島こども文化センター 

川崎市殿町こども文化センター 

川崎市渡田こども文化センター 

川崎市浅田こども文化センター 

川崎市小田こども文化センター 

川崎市旭町こども文化センター 

 川崎市南河原こども文化センター 

川崎市小倉こども文化センター 

川崎市幸こども文化センター 

川崎市南加瀬こども文化センター 

川崎市下平間こども文化センター 

川崎市北加瀬こども文化センター 

川崎市小杉こども文化センター 

川崎市玉川こども文化センター 

川崎市住吉こども文化センター 

川崎市新城こども文化センター 

川崎市平間こども文化センター 

川崎市大戸こども文化センター 

川崎市新丸子こども文化センター 

川崎市西加瀬こども文化センター 

川崎市井田こども文化センター 

川崎市宮内こども文化センター 

 川崎市上作延こども文化センター 
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川崎市末長こども文化センター 

川崎市高津こども文化センター 

川崎市子母口こども文化センター 

川崎市二子こども文化センター 

川崎市梶ヶ谷こども文化センター 

川崎市東高津こども文化センター 

 川崎市宮崎こども文化センター 

川崎市平こども文化センター 

川崎市有馬こども文化センター 

川崎市野川こども文化センター 

川崎市宮前平こども文化センター 

川崎市白幡台こども文化センター 

 川崎市錦ヶ丘こども文化センター 

川崎市菅こども文化センター 

川崎市枡形こども文化センター 

川崎市長尾こども文化センター 

川崎市中野島こども文化センター 

川崎市三田こども文化センター 

川崎市南菅こども文化センター 

 川崎市王禅寺こども文化センター 

川崎市百合丘こども文化センター 

川崎市東百合丘こども文化センター 

川崎市白山こども文化センター 

川崎市千代ケ丘こども文化センター 

川崎市虹ケ丘こども文化センター 
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川崎市麻生こども文化センター 

川崎市柿生こども文化センター 

（以下「川崎市こども文化センター（５３施設）」という。） 

（所管部局 こども未来局青少年支援室） 

ウ 社会福祉法人青丘社 

公の施設の名称 川崎市ふれあい館 

川崎市桜本こども文化センター 

    （以下「川崎市ふれあい館・川崎市桜本こども文化センター」とい

う。） 

（所管部局 こども未来局青少年支援室） 

エ 特定非営利活動法人あかい屋根 

公の施設の名称 川崎市菅生こども文化センター 

川崎市蔵敷こども文化センター 

（所管部局 こども未来局青少年支援室） 

オ 特定非営利活動法人児童育成会コッコロ 

公の施設の名称 川崎市片平こども文化センター 

        川崎市岡上こども文化センター 

（所管部局 こども未来局青少年支援室） 

３ 監査の範囲  

主に令和２年度執行に係る出納その他の事務の執行 

４ 監査の期間  

令和３年９月１日から同年１１月２２日まで 

５ 監査の方法 

対象団体ごとの事業実態やリスク等を踏まえた上で、書類審査、関係者へ

の質問等の方法により行った。 
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なお、新型コロナウイルス感染症の感染拡大防止の観点から現地調査は行

わなかった。 

６ 監査の着眼点 

  財政援助団体は当該財政援助に係る出納その他の事務、出資団体は当該出

資に係る出納その他の事務、指定管理者は公の施設の管理に係る出納その他

の事務が、関係法令等に則り、適正かつ正確に執行されているか、また所管

部局がこれらの団体に対して、効率的な運営等について適切な指導監督等を

行っているかを主な着眼点とした。 

７ 監査の結果 

川崎市監査基準（令和２年川崎市監査訓令第１号）に準拠し、前述のとお

り監査した限りにおいて、おおむね適正に執行されているものと認められた

が、次のとおり改善措置を要する事項があった。これらの事項については、

所管部局において対象団体に対する適切な指導監督等を行われたい。 

（１）財政援助団体及び所管部局において改善措置を要する事項 

  ア 適正な実績報告を行うべきもの 

公益財団法人かわさき市民活動センター補助金交付要綱（以下「交付

要綱」という。）第９条によると、公益財団法人かわさき市民活動セン

ターは、補助事業等に係る工事の発注、物品及び役務の調達等を行う場

合において、１件の金額が１，０００，０００円を超えるときは、市内

中小企業者により入札を行い、又は２者以上の市内中小企業者から見積

書の徴収を行わなければならないとされ、同条ただし書によると、市長

が契約の性質上これらの方法により難いと認める場合又はその必要がな

いと認める場合は、この限りでないとされている。  

また、交付要綱第１２条によると、補助事業等が完了したときは、速

やかに、実績報告書を提出するほか、対象経費のうち、１件の金額が 
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１，０００，０００円を超える支出となる案件がある場合に発注実績報

告書を、第９条ただし書の規定により、市内中小企業者による入札又は

２者以上の市内中小企業者から見積りの徴収をし難いと認める場合に入

札（見積り）が行えないことに係る理由書を提出するものとされている。 

公益財団法人かわさき市民活動センター補助金の実績報告をみたとこ

ろ、実際は１件の金額が１，０００，０００円を超える業務委託を行っ

ていたものの、該当案件なしとして発注実績報告書が提出されていな

かった。さらに、当該業務委託は市外業者へ発注を行っていたが、入札

（見積り）が行えないことに係る理由書が提出されていなかった。この

ため、市長が契約の性質上、市内中小企業者による入札又は２者以上の

市内中小企業者から見積りの徴収をし難いと認める場合又はその必要が

ないと認める場合に該当するかの確認もされていなかった。 

市は、公益財団法人かわさき市民活動センターに対し、適正な実績報

告を行うよう指導するとともに、補助金等交付事業に係る市内中小企業

者への優先発注に向けた基本方針を踏まえ、市内中小企業者による入札

又は２者以上の市内中小企業者から見積りの徴収をし難い理由を適切に

確認されたい。 

（公益財団法人かわさき市民活動センター） 

（市民文化局コミュニティ推進部市民活動推進課） 

イ その他改善を要するもの 

軽易な事項であるが、次のとおり改善措置を要する事例があった。 

  （ア）適正な交付申請書の提出を求め、適切に審査すべきもの 

     公益財団法人かわさき市民活動センター補助金について、補助金交

付決定額に影響はなかったものの、補助金交付申請書の補助金算出基

礎に誤りがあった事例 
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（公益財団法人かわさき市民活動センター） 

（市民文化局コミュニティ推進部市民活動推進課） 

  （イ）適正な実績報告書の提出を求め、適切に審査すべきもの 

かわさき市民公益活動助成事業補助金の実績報告書について、執行

科目ごとの決算額・補助金充当額やどの団体への助成金に当該補助金

が充当されているのかが確認できなかった事例 

    （公益財団法人かわさき市民活動センター） 

（市民文化局コミュニティ推進部市民活動推進課） 

（２）出資団体及び所管部局において改善措置を要する事項 

  ア 財務諸表を適正に作成すべきもの 

地方住宅供給公社会計基準第２１によると、貸倒見積高の算定は、債

務者の財務内容等に応じて債権を区分し、一般の債権については債権全

体又は同種同類の債権ごとに貸倒実績率等の合理的な基準により、特定

の債権については回収可能性を勘案し回収不能見込額を計上する方法に

よるとされている。 

また、川崎市住宅供給公社定款第２０条によると、この地方公社の事

業年度は、毎年４月１日に始まり、翌年３月３１日に終わるとされてい

る。さらに、川崎市住宅供給公社小口現金取扱要綱第９条によると、資

金前渡出納員は、会計年度終了後速やかに小口現金を出納員に返還する

ものとするとされている。 

川崎市住宅供給公社の財務諸表等をみたところ、次の事例があった。 

市は、出資団体に対し、適正な会計処理を行うとともに、財務諸表等

を適正に作成するよう指導されたい。 

  （ア）貸倒引当金等について、計上誤りがあった事例 

  （イ）引当金明細の貸倒引当金及び退職給付引当金について、当期増加額
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及び当期減少額がそれぞれ逆に記載されていた事例 

  （ウ）小口現金について、経費を支出した年度と異なる年度で精算を行っ

ており、事業年度に基づいた会計処理が行われていなかった事例 

   （川崎市住宅供給公社） 

   （まちづくり局住宅政策部住宅整備推進課） 

イ その他改善を要するもの 

軽易な事項であるが、次のとおり改善措置を要する事例があった。 

（ア）小口現金を適正に管理すべきもの 

a 川崎市土地開発公社の事例 

（a）財務規程で定める小口現金の保管限度額を超えた金額が保管さ

れていた。 

（b）財務規程で定める小口現金の保管限度額を超えた支払を行って

いた。 

（川崎市土地開発公社） 

（財政局資産管理部資産運用課） 

b 川崎市住宅供給公社の事例 

（a）要綱で定める小口現金の上限額を超えた支払を行っていた。 

     （b）経費を支出した月と異なる月の小口現金で精算を行っていた。 

（川崎市住宅供給公社） 

      （まちづくり局住宅政策部住宅整備推進課） 

  （イ）小口現金に係る帳簿を適正に作成すべきもの 

     小口現金を支出した際に要綱で定める帳簿が作成されていなかった

事例 

    （一般財団法人川崎市まちづくり公社） 

    （まちづくり局総務部庶務課） 
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（ウ）財務諸表を適正に作成すべきもの 

a 財務諸表に対する注記において、公社債の担保についての記載が

誤っていた事例 

b キャッシュ・フロー計算書において、科目名称が誤っていた事例 

（川崎市土地開発公社） 

（財政局資産管理部資産運用課） 

（エ）財務に係る伝票を適正に作成すべきもの 

   a 会計処理は３種の伝票をもって行うべきところ、１種のみで行っ

ていた事例 

b 同一目的ではない取引を１伝票で処理していた事例 

（川崎市土地開発公社） 

（財政局資産管理部資産運用課） 

（３）指定管理者及び所管部局において改善措置を要する事項 

軽易な事項で改善を要するもの 

軽易な事項であるが、次のとおり改善措置を要する事例があった。 

  ア 指定管理施設における備品管理を適正に行うべきもの 

  （ア）生田緑地の事例 

指定管理料で購入した備品が指定管理者の備品の管理台帳に登載さ

れていなかった。 

    （生田緑地共同事業体） 

    （建設緑政局緑政部生田緑地整備事務所） 

  （イ）川崎市青少年科学館の事例 

指定管理料で購入した備品が指定管理者の備品の管理台帳に登載さ

れていなかった。 

    （生田緑地共同事業体） 
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    （教育委員会事務局青少年科学館） 

（ウ）川崎市ふれあい館・川崎市桜本こども文化センターの事例 

指定管理料で購入した本市帰属備品が市の備品整理簿及び指定管理

者の物品台帳に登載されていなかった。 

    （社会福祉法人青丘社） 

    （こども未来局青少年支援室） 

（エ）川崎市菅生こども文化センター及び川崎市蔵敷こども文化センター

の事例 

     a 指定管理者の物品台帳の更新内容が市の備品整理簿に反映されて

いなかった。 

b 指定管理料で購入した本市帰属備品が市の備品整理簿に登載され

ていなかった。 

c 市の備品整理簿及び指定管理者の物品台帳の記載内容に誤りが

あった。 

（特定非営利活動法人あかい屋根） 

     （こども未来局青少年支援室） 

（オ）川崎市片平こども文化センター及び川崎市岡上こども文化センター

の事例 

     a 指定管理者の物品台帳の更新内容が市の備品整理簿に反映されて

いなかった。 

b 指定管理料で購入した本市帰属備品が市の備品整理簿及び指定管

理者の物品台帳に登載されていなかった。 

c 市の備品整理簿及び指定管理者の物品台帳の記載内容に誤りが

あった。 

（特定非営利活動法人児童育成会コッコロ） 
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     （こども未来局青少年支援室） 

イ 管理物品の購入手続を適正に行うべきもの 

（ア）川崎市こども文化センター（５３施設）の事例 

基本協定書で定められた管理物品を購入する場合のあらかじめ市に

通知する等の手続が行われていなかった。 

（公益財団法人かわさき市民活動センター） 

（こども未来局青少年支援室） 

（イ）川崎市ふれあい館・川崎市桜本こども文化センターの事例 

基本協定書で定められた管理物品を購入する場合のあらかじめ市に

通知する等の手続が行われていなかった。 

（社会福祉法人青丘社） 

（こども未来局青少年支援室） 

（ウ）川崎市菅生こども文化センター及び川崎市蔵敷こども文化センター

の事例 

基本協定書で定められた管理物品を購入する場合のあらかじめ市に

通知する等の手続が行われていなかった。 

（特定非営利活動法人あかい屋根） 

    （こども未来局青少年支援室） 

（エ）川崎市片平こども文化センター及び川崎市岡上こども文化センター

の事例 

基本協定書で定められた管理物品を購入する場合のあらかじめ市に

通知する等の手続が行われていなかった。 

（特定非営利活動法人児童育成会コッコロ） 

    （こども未来局青少年支援室） 

ウ 報告書等の管理を適正に行うべきもの 
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（ア）川崎市こども文化センター（５３施設）の事例 

指定管理業務に関する報告書等について、提出期限内に提出されて

いる事実が客観的に確認できるよう管理されていなかった。 

（こども未来局青少年支援室） 

（イ）川崎市ふれあい館・川崎市桜本こども文化センターの事例 

a 指定管理業務に関する報告書等について、提出期限内に提出され

ている事実が客観的に確認できるよう管理されていなかった。 

b 四半期ごとに提出することとされている事業報告書について、四

半期ごとに提出されている事実が客観的に確認できるよう管理され

ていなかった。 

（社会福祉法人青丘社） 

（こども未来局青少年支援室） 

（ウ）川崎市菅生こども文化センター及び川崎市蔵敷こども文化センター

の事例 

a 指定管理業務に関する報告書等について、提出期限内に提出され

ている事実が客観的に確認できるよう管理されていなかった。 

b 四半期ごとに提出することとされている事業報告書について、四

半期ごとに提出されている事実が客観的に確認できるよう管理され

ていなかった。 

（特定非営利活動法人あかい屋根） 

     （こども未来局青少年支援室） 

（エ）川崎市片平こども文化センター及び川崎市岡上こども文化センター

の事例 

指定管理業務に関する報告書等について、提出期限内に提出されて

いる事実が客観的に確認できるよう管理されていなかった。 
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    （こども未来局青少年支援室） 

エ 業務の位置付けを明確にすべきもの 

（ア）川崎市ふれあい館・川崎市桜本こども文化センターの事例 

有料で行われているコピー機の利用サービスについて、協定書、仕

様書、事業計画書等に定められていなかった。 

（社会福祉法人青丘社） 

（こども未来局青少年支援室） 

（イ）川崎市菅生こども文化センター及び川崎市蔵敷こども文化センター

の事例 

有料で行われている印刷機、コピー機及び紙折り機の利用サービス

について、協定書、仕様書、事業計画書等に定められていなかった。 

（特定非営利活動法人あかい屋根） 

    （こども未来局青少年支援室） 

（ウ）川崎市片平こども文化センター及び川崎市岡上こども文化センター

の事例 

有料で行われている印刷機及びコピー機の利用サービスについて、

協定書、仕様書、事業計画書等に定められていなかった。 

（特定非営利活動法人児童育成会コッコロ） 

    （こども未来局青少年支援室） 

オ 正確な収支状況を報告すべきもの 

  （ア）川崎市立日本民家園の事例 

自主事業に係る収入が指定管理業務の科目に計上されていた。 

    （生田緑地共同事業体） 

    （教育委員会事務局日本民家園） 

（イ）川崎市ふれあい館・川崎市桜本こども文化センターの事例 
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備品購入費に計上すべきものが消耗品費に計上されていた。 

（社会福祉法人青丘社） 

（こども未来局青少年支援室） 

カ 文書管理規定等を定めるべきもの 

川崎市片平こども文化センター及び川崎市岡上こども文化センターに

おいて、基本協定書で定めることとされている文書管理規定等が定めら

れていなかった事例 

（特定非営利活動法人児童育成会コッコロ） 

（こども未来局青少年支援室） 
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参考資料 

財政援助団体等監査の対象団体等の概要 

１ 財政援助団体 

（補助金額は令和２年度） 

（１）公益社団法人かわさき市民活動センター 

団体及び財政援助の概要  

設立年月日 昭和５７年４月８日 

設立目的 川崎市における市民活動の中間支援組織として市民相互の連携を図りなが

ら市民活動の活性化を促進するとともに、青少年の心身の健全な育成を図る 

ため、青少年事業の推進及び地域組織への支援を行い、もって住みよい地域 

社会の確立に寄与するため。 

財政援助の種類 補助金 １億１，５０６万円 

補助金の名称 公益財団法人川崎市民活動センター運営費補助金 １億２１６万円 

かわさき市民公益活動助成事業補助金      １，２８９万円 

 

２ 出資団体 

（基本財産は令和３年３月３１日現在） 

（１）川崎市土地開発公社 

団体の概要 

設立年月日 昭和４８年２月１日 

設立目的 公共用地、公用地等の取得、管理、処分等を行うことにより、地域の秩序 

ある整備と市民福祉の増進に寄与するため。 

基本財産 ２，０００万円 

本市の出資状況 ２，０００万円（出資率１００．０％） 

 

（２）一般財団法人川崎市まちづくり公社 

団体の概要 

設立年月日 昭和２８年１２月２４日 

設立目的 川崎市における良好な都市環境の形成に関する調査・研究、都市環境に適 

した施設の整備等を行うことにより、活力に満ちた魅力あるまちづくりの推 

進を図り、もって市民生活の向上に寄与するため。 

基本財産 ５億円 

本市の出捐状況 ４億８，１００万円（出捐率９６．２％） 

 

 



１６ 

 

（３）川崎市住宅供給公社 

団体の概要 

設立年月日 昭和４４年５月１日 

設立目的 住宅を必要とする勤労者に対し、住宅の積立分譲等の方法により居住環境 

の良好な集団住宅及びその用に供する宅地を供給し、もって住民の生活の安 

定と社会福祉の増進に寄与するため。 

基本財産 １，０００万円 

本市の出資状況 １，０００万円（出資率１００．０％） 

 

３ 指定管理者 

（指定管理料は令和２年度） 

（１）生田緑地共同事業体 

公の施設の名称 川崎市岡本太郎美術館 

        生田緑地 

        川崎市立日本民家園 

        川崎市青少年科学館 

施設の概要 

  ア 川崎市岡本太郎美術館 

設置目的 川崎市ゆかりの芸術家岡本太郎を中心とした美術作品及び資料の収集、展

示等を行い、市民の利用に供するとともに、市民の美術に関する創造的活動

を促進し、もって市民の芸術及び文化の発展に寄与するため。 

設置場所 川崎市多摩区枡形７丁目１番５号 

主な事業内容 

 

１ 美術作品及び資料（以下「美術作品等」という。）の収集、保管、展示 

等を行うこと。 

２ 美術作品等に関する専門的及び技術的な調査研究を行うこと。 

３ 美術作品等に関する情報の提供を行うこと。 

４ 講演会、講習会、研究会等を開催すること。 

５ 博物館、図書館、学校、研究所その他の関係機関と協力し、情報の交

換、美術作品等の相互貸借等を行うこと。 

指定期間 平成３０年４月１日から令和５年３月３１日まで 

指定管理料 １億１，５２０万円 
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イ 生田緑地 

設置目的 総合公園 

設置場所 川崎市多摩区枡形７丁目地内ほか（川崎市藤子・Ｆ・不二雄ミュージア

ム、川崎国際生田緑地ゴルフ場等の区域を除く。） 

主な事業内容 １ 公園の管理運営に関すること。 

２ ビジターセンター等の公園施設の管理運営に関すること。 

指定期間 平成３０年４月１日から令和５年３月３１日まで 

指定管理料 １億２，８３６万円 

ウ 川崎市立日本民家園 

設置目的 市民の教育、学術及び文化の発展に寄与するため。 

設置場所 川崎市多摩区枡形７丁目１番１号 

主な事業内容 

 

１ 古民家を移築し、復元し、及び保存すること。 

２ 前号のほか、日本民族の伝統的生活文化に関する資料を収集し、保管

し、及び展示すること。 

３ 古民家その他の民家に関する資料（以下「民家園資料」という。）に関 

する専門的、技術的調査研究を行なうこと。 

４ 講演会、講習会、研究会、展示会等を主催し、及びその開催を援助する 

こと。 

５ 郷土芸能及び特殊習俗行事の公演を行なうこと。 

６ 民家園資料に関する解説書、調査研究報告書等を刊行し、及び広報活動 

を行なうこと。 

７ 学校その他の教育機関又は諸文化施設と協力し、その活動を援助するこ 

と。 

８ 他の博物館と連絡し、協力し、刊行物及び情報の交換、民家園資料の相 

互貸借等を行なうこと。 

指定期間 平成３０年４月１日から令和５年３月３１日まで 

指定管理料 １億８３万円 

エ 川崎市青少年科学館 

設置目的 青少年の科学知識の普及啓発及び科学教育の振興に寄与するため。 

設置場所 川崎市多摩区枡形７丁目１番２号 

主な事業内容 

 

１ 科学に関する実物、標本、模型、文献、図表、写真等（以下「科学館資 

料」という。）を収集し、保管し、及び展示すること。 

２ プラネタリウム及び視聴覚器材器具による天文知識及び科学知識の普及 

啓発を図ること。 

３ 科学に関する講習会、講演会、研究会等を開催すること。 

４ 青少年を対象とする科学技術の実験等を行なうこと。 

５ 科学館資料の作成及びその調査研究を行なうこと。 

６ 学校その他の教育機関又は諸文化施設と協力し、その活動を援助するこ 

と。 

７ 博物館その他の教育機関又は諸文化施設と連絡し、協力し、刊行物及び 

情報の交換、資料の相互貸借を行なうこと。 

指定期間 平成３０年４月１日から令和５年３月３１日まで 

指定管理料 ６，５８５万円 
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（２）公益財団法人かわさき市民活動センター 

公の施設の名称 川崎市旭町こども文化センターほか５２施設 

施設の概要 

設置目的 児童に健全な遊びを与えて、その健康を増進するとともに情操を豊かに

し、もって児童の健全な育成を図るため。 

設置場所 ＜川崎区第１グループ＞ 

川崎市旭町こども文化センター 川崎市川崎区旭町２丁目１番５号 

川崎市日進町こども文化センター 川崎市川崎区堤根３４番地１５ 

川崎市渡田こども文化センター 川崎市川崎区渡田１丁目１５番５号 

＜川崎区第２グループ＞ 

川崎市大師こども文化センター 川崎市川崎区大師公園１番４号 

川崎市藤崎こども文化センター 川崎市川崎区藤崎４丁目１７番６号 

川崎市殿町こども文化センター 川崎市川崎区殿町１丁目１８番１３号 

＜川崎区第３グループ＞ 

川崎市田島こども文化センター 川崎市川崎区田島町２０番２３号 

川崎市浅田こども文化センター 川崎市川崎区浅田３丁目７番１０号 

川崎市小田こども文化センター 川崎市川崎区小田２丁目１６番９号 

＜幸区第１グループ＞ 

川崎市南河原こども文化センター 川崎市幸区都町７４番地２ 

川崎市幸こども文化センター 川崎市幸区戸手本町１丁目１１番地５ 

川崎市下平間こども文化センター 川崎市幸区下平間７０番地１ 

＜幸区第２グループ＞ 

川崎市南加瀬こども文化センター 川崎市幸区南加瀬２丁目１９番３号 

川崎市小倉こども文化センター 川崎市幸区小倉５丁目１７番５９号 

川崎市北加瀬こども文化センター 川崎市幸区北加瀬２丁目１２番１２号 

＜中原区第１グループ＞ 

川崎市小杉こども文化センター 川崎市中原区小杉町３丁目６００番地 

川崎市新丸子こども文化センター 川崎市中原区新丸子６９１番地７ 

＜中原区第２グループ＞ 

川崎市住吉こども文化センター 川崎市中原区木月祗園町１７番６号 

川崎市井田こども文化センター 川崎市中原区井田杉山町１６番３８号 

＜中原区第３グループ＞ 

川崎市平間こども文化センター 川崎市中原区上平間１，３２３番地 

川崎市玉川こども文化センター 川崎市中原区市ノ坪４６４番地２ 

川崎市西加瀬こども文化センター 川崎市中原区西加瀬１０番５号 

＜中原区第４グループ＞ 

川崎市新城こども文化センター 川崎市中原区下新城１丁目２番４号 

川崎市大戸こども文化センター 川崎市中原区上小田中２丁目２４番１号 

川崎市宮内こども文化センター 川崎市中原区宮内３丁目４番３号 

＜高津区第１グループ＞ 

川崎市上作延こども文化センター 川崎市高津区上作延１，１４２番地４ 

川崎市高津こども文化センター 川崎市高津区溝口３丁目１０番８号 

＜高津区第２グループ＞ 

川崎市二子こども文化センター 川崎市高津区二子５丁目１４番６１号 

川崎市東高津こども文化センター 川崎市高津区下野毛１丁目３番２号 

＜高津区第３グループ＞ 

川崎市末長こども文化センター 川崎市高津区末長３丁目２５番８号 

川崎市子母口こども文化センター 川崎市高津区子母口９８３番地 

川崎市梶ヶ谷こども文化センター 川崎市高津区梶ヶ谷６丁目１番地１０ 

＜宮前区第１グループ＞ 

川崎市宮崎こども文化センター 川崎市宮前区宮崎１丁目７番地 

川崎市有馬こども文化センター 川崎市宮前区有馬４丁目５番２号 

川崎市野川こども文化センター 川崎市宮前区野川台１丁目２５番２３号 

＜宮前区第２グループ＞ 

川崎市宮前平こども文化センター 川崎市宮前区宮崎６丁目２番地 

川崎市平こども文化センター 川崎市宮前区平２丁目１３番１号 
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川崎市白幡台こども文化センター 川崎市宮前区白幡台１丁目１３番地１ 

＜多摩区第１グループ＞ 

川崎市枡形こども文化センター 川崎市多摩区枡形６丁目３番１号 

川崎市長尾こども文化センター 川崎市多摩区長尾１丁目１２番７号 

＜多摩区第２グループ＞ 

川崎市錦ヶ丘こども文化センター 川崎市多摩区栗谷３丁目２８番２号 

川崎市三田こども文化センター 川崎市多摩区三田３丁目７番地４ 

＜多摩区第３グループ＞ 

川崎市菅こども文化センター 川崎市多摩区菅北浦３丁目１１番１号 

川崎市中野島こども文化センター 川崎市多摩区中野島４丁目２２番７号 

川崎市南菅こども文化センター 川崎市多摩区菅馬場３丁目２６番１号 

＜麻生区第１グループ＞ 

川崎市百合丘こども文化センター 川崎市麻生区百合丘１丁目１１番地２ 

川崎市東百合丘こども文化センター 川崎市麻生区東百合丘３丁目１番１０号 

川崎市千代ケ丘こども文化センター 川崎市麻生区千代ケ丘１丁目２０番地６０

＜麻生区第２グループ＞ 

川崎市王禅寺こども文化センター 川崎市麻生区王禅寺東５丁目３２番１５号 

川崎市虹ケ丘こども文化センター 川崎市麻生区虹ケ丘１丁目２２番１号 

川崎市柿生こども文化センター 川崎市麻生区上麻生７丁目１８番３２号 

＜麻生区第３グループ＞ 

川崎市白山こども文化センター 川崎市麻生区白山４丁目２番２号 

川崎市麻生こども文化センター 川崎市麻生区上麻生４丁目３２番２号 

主な事業内容 １ 児童の遊びの指導に関すること。 

２ 施設及び設備を利用に供すること。 

３ 児童の健全な育成を行う地域組織の育成及び活動の支援に関すること。 

４ 前各号に掲げるもののほか、市長が必要と認める事業 

指定期間 平成３１年４月１日から令和６年３月３１日まで 

指定管理料 ＜川崎区第１グループ＞ １億５，８３５万円 

＜川崎区第２グループ＞ １億５，５３６万円 

＜川崎区第３グループ＞ １億３，９３１万円 

＜幸区第１グループ＞  １億９，９２５万円 

＜幸区第２グループ＞  １億５，８１６万円 

＜中原区第１グループ＞ １億１，２９９万円 

＜中原区第２グループ＞   １億９４８万円 

＜中原区第３グループ＞ １億６，７９７万円 

＜中原区第４グループ＞ １億８，０２２万円 

＜高津区第１グループ＞ １億４，４１５万円 

＜高津区第２グループ＞ １億２，１１５万円 

＜高津区第３グループ＞ ２億１，０８４万円 

＜宮前区第１グループ＞ ２億１，４８０万円 

＜宮前区第２グループ＞ １億７，０５２万円 

＜多摩区第１グループ＞   ９，８１９万円 

＜多摩区第２グループ＞   １億７３５万円 

＜多摩区第３グループ＞ １億６，８２９万円 

＜麻生区第１グループ＞ １億７，９８０万円 

＜麻生区第２グループ＞ １億２，８２２万円 

＜麻生区第３グループ＞   ７，６３７万円 

 



２０ 

 

（３）社会福祉法人青丘社 

公の施設の名称 川崎市ふれあい館 

川崎市桜本こども文化センター 

施設の概要 

設置目的 ＜川崎市ふれあい館＞ 

日本人と韓国・朝鮮人を主とする在日外国人が、市民として相互のふれあ

いを推進し、互いの歴史、文化等を理解し、もって基本的人権尊重の精神に

基づいたともに生きる地域社会の創造に寄与するため。 

＜川崎市桜本こども文化センター＞ 

児童に健全な遊びを与えて、その健康を増進するとともに情操を豊かに

し、もって児童の健全な育成を図るため。 

設置場所  川崎市川崎区桜本１丁目５番６号 

主な事業内容 ＜川崎市ふれあい館＞ 

１ 日本人と在日外国人の相互理解を深めるための講座、講演会等を開催す

ること。 

２ 文化交流活動を推進すること。 

３ 歴史、文化等に関する資料の収集、展示等を行うこと。 

４ 施設及び設備を利用に供すること。 

＜川崎市桜本こども文化センター＞ 

１ 児童の遊びの指導に関すること。 

２ 施設及び設備を利用に供すること。 

３ 児童の健全な育成を行う地域組織の育成及び活動の支援に関すること。 

４ 前各号に掲げるもののほか、市長が必要と認める事業 

指定期間 平成３１年４月１日から令和６年３月３１日まで 

指定管理料 １億３，３７７万円 

 

（４）特定非営利活動法人あかい屋根 

公の施設の名称 川崎市菅生こども文化センター 

川崎市蔵敷こども文化センター 

施設の概要 

設置目的 児童に健全な遊びを与えて、その健康を増進するとともに情操を豊かに

し、もって児童の健全な育成を図るため。 

設置場所 ＜宮前区第３グループ＞ 

川崎市菅生こども文化センター 川崎市宮前区菅生ヶ丘１３番２号 

川崎市蔵敷こども文化センター 川崎市宮前区菅生５丁目３番２１号 

主な事業内容 １ 児童の遊びの指導に関すること。 

２ 施設及び設備を利用に供すること。 

３ 児童の健全な育成を行う地域組織の育成及び活動の支援に関すること。 

４ 前各号に掲げるもののほか、市長が必要と認める事業 

指定期間 平成３１年４月１日から令和６年３月３１日まで 

指定管理料 ＜宮前区第３グループ＞  ９，５７４万円 

 



２１ 

 

（５）特定非営利活動法人児童育成会コッコロ 

公の施設の名称 川崎市片平こども文化センター 

        川崎市岡上こども文化センター 

施設の概要 

設置目的 児童に健全な遊びを与えて、その健康を増進するとともに情操を豊かに

し、もって児童の健全な育成を図るため。 

設置場所 ＜麻生区第４グループ＞ 

川崎市片平こども文化センター 川崎市麻生区片平５丁目２５番１号 

川崎市岡上こども文化センター 川崎市麻生区岡上３丁目１３番１号 

主な事業内容 １ 児童の遊びの指導に関すること。 

２ 施設及び設備を利用に供すること。 

３ 児童の健全な育成を行う地域組織の育成及び活動の支援に関すること。 

４ 前各号に掲げるもののほか、市長が必要と認める事業 

指定期間 平成３１年４月１日から令和６年３月３１日まで 

指定管理料 ＜麻生区第４グループ＞  １億６７２万円 

 

 


